
オンライン申請の普及

限られた職員による
サービスの向上

進展するデジタル
ＡＩ技術

旭川市次世代総合窓口グランドデザインの作成
１ 目的  本市に最適な総合窓口を設置し，限られた資源でサービスの向上及び業務の効率化を実現することを目的とする。

２ 経緯等

３ 旭川市次世代総合窓口グランドデザインの作成 

～R2.3
・総合窓口機能等
 検討ＷＧ（報告）

R3.3
窓口支援システム
導入

R4.9
北見市窓口視察

R4.4
・ＣＤＯ配置
・業務フロー整理等

R5.3
窓口支援システム
追加導入

R5
グランドデザイン作成

R6.4以降
グランドデザイン実現に向けて
順次システム等の導入
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R8.3
自治体システム
標準化・共通化完了

R5.11
新庁舎開庁

今後生じる課題・進展する
技術等を踏まえた上で

次世代を見据えた総合窓口を設置

 令和５年１１月の新庁舎開庁以降も，更にサービスの向上及び業務の効率化を図るため，ＡＩ等を活用し，次世代を見据えた総合窓
口の設置に向けてグランドデザインを作成する。

低層階に取扱手続の多い窓口を集約

ワンストップサービス

ワンフロアサービス

【グランドデザインの作成】

 ＡＩ等を活用し，限られた資源で

サービスの向上及び業務の効率

化の実現を目指す。

令和５年１１月
 新庁舎開庁時の総合窓口

令和６年度以降

費用 体制整備
期間

様々な制約

フェーズに区分し，段階的にシステム等を導入していく。

これで完了ではなく，更に先を見据える。

令和５年度

フェーズ
１

フェーズ
２

フェーズ
３

現状の課題解決
フェーズ２以降
の基盤の整備

ＡＩの活用
マニュアルの電子化 など事業者に作成支援を委託


